
わんぱくアドベンチャー
７月度 活動報告

７月のわんぱくアドベンチャーでは、
「木育（もくいく）ワークショップ」を行いました。
釧路湿原森林ふれあい推進センターの方に、
「木が生活の中でどう使われているのか」
「どんな木や、木のタネがあるのか」などを教わりました。
そのあと、フォトフレームや木のタネのもけい作りを
しました。

フォトフレームは、グルーガンを使って、
みんながマツボックリ、ドングリ、ビーズ、
木の枝などでかざり、自分だけのデザインの
フォトフレームを作りました。
キレイだったり、おもしろかったり、
すてきなフレームがたくさんできました。このあとの
夏休みの思い出の写真を入れられるとうれしいですね。

木のタネのもけいは、タネが風に乗って飛んでいく
様子が分かるものです。作ったもけいをみんなで投げて、

ふよふよ飛んだり、回りながら
落ちていったり。おもしろくて
みんなで何度も投げて遊びました。

今回の木育ワークショップで、
木のおもしろさや、大切さを少しでも
感じて、木で作った物を見たときに、

今回習ったことを思い出してもらえたら嬉しいです。
また次のわんぱくアドベンチャーで元気に会いましょう！

（まつお）
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